
て

議員定数 3減の13に η 2~3
(任期満了に伴う次期選挙から適用〉

町政を問う ・ 11~13
一般質問



議概要

t 〆ーー

定例会

概要
定例会

第
3
回
定
例
会
は
、

9
月
3

日
か
ら
げ
日
ま
で
の
日
程
で
開

催
さ
れ
、

日
議
案
、
発
議
3
件、

請
願

1
件
な
ど
に
つ
い
て
審
議

1
レ
キ
品
1
レ
れ
~
。

収入 額 支出額 差引額

8，888，633，600 8，576，808，130 311 ，825，470 

3，652，296，550 3，423，31 0，060 228，986，490 

16，700，520 15，848，301 852，219 

434，567，517 429，601，638 4，965，879 

1，713，949 1，088，290 625，659 

667.724.309 793，233，240 公営企業会計のため表示

1，699，338，065 1 ，982，054，833 できません

-
本
議
会
で
提
出
さ
れ
た
議
案

の
う
ち
、
主
な
も
の
は
、

①
平
成
辺
年
度
岡
垣
町
一
般
会

計

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
・
そ
の
ほ
か
特
別
会

計
決
算
認
定

②
岡
垣
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
等
の
選
任

③
岡
垣
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

④
平
成
辺
年
度
岡
垣
町
一
般
会

公営企業会計のため、 収益的、資本的な収入支出を合算して表示しています。

。岡垣町財政健全化審査意見書

する数値は、全会計を連結した収支は前年度に引き続き大幅な黒字であり、数
政状況を示す結果?であり 、各会計ともに是正改善を要する事項は「特になしjと
書にあります。

也



定例会概要よ驚

平
成
包
年
度
補
正
予
算

-1億

2
8
7
8万
円
の
追
加
補
正

主
な
歳
出

O
議
会
政
務
調
査
費
の
削
減

O
サ
ン
リ
l
ア
イ
白
あ
り
駆
除

。
緊
急
雇
用
創
出
事
業

O
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
補
助

O
消
防
ポ
ン
プ
操
法
県
大
会
出
場

。
吉
木
什
王
堂
の
緊
急
発
掘
調
査

O
災
害
復
旧
費

※
農
業
施
設
災
害
復
旧
工
事

※
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事

企

1
9
2
万
円

2
5
2
万
円

7
9
1
万
円

7
0
0
万
円

1
7
9
万
円

2
6
6
万
円

4
0
6
5
万
円

印
ヶ
所

ωヶ
所

計
・
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

※
採
決
の
結
果
は

m
pを
ご
覧

下
さ
い

平
成
引
年
度
決
算
認
定

-
審
査
意
見
書
か
ら
み
る
歳
入
の
特
徴

普
通
交
付
税
及
び
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
加
、
国

の
経
済
対
策
関
連
交
付
金
に
よ
る
国
庫
支
出
金
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
大
幅
な
増
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
景
気
低
迷
に
よ
り
町
税
収
入
は
減
少
し

て
お
り
、
自
主
財
源
比
率
は
前
年
の
日
・

4
%
か
ら

必
・

2
%
に
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

-
審
査
意
見
書
か
ら
み
る
決
算
認
定
の
特
徴

5
年
ぶ
り
に
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
わ
ず
に
収
支
の
均
衡
が
図
ら
れ
た
。

一
方
で
、
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す
る
依
存
財

源
の
収
入
状
況
に
よ
り
、
収
支
が
大
き
く
左
右
さ
れ

る
状
況
に
あ
る
た
め
、
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
と

と
も
に
、
経
常
的
経
費
の
さ
ら
な
る
圧
縮
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

一般会計

国民健康保険会計

老人保健会計

後 期 高 齢者医療会計

住 宅 新 築資金会計

水道事業会計

下水道事業会計

人

※水道・下水道事業会計は、

岡垣町の財政健全化を判断
値は算定されず、健全な財
岡垣町監査委員の審査意見

事

。
岡
垣
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

穴
井
秀
幸
さ
ん
(
緑
ケ
丘
区
)

。
人
権
擁
護
委
員

石
松

清
美
さ
ん
(
上
海
老
津
区
)

発

E義

発

議

①
永
住
外
国
人
地
方
参
政
権
付
与
に
関
す
る

意
見
書

賛
成
多
数
で
採
択

②
岡
垣
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

全
会
一
致
で
可
決

③
岡
垣
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

賛
成
多
数
で
可
決



常吾 &

白岡討

岡垣町議会議員定数条例の一部を
改正する条例

• 3自由|

「岡垣町議会議員定数条例の一部を改正する条例」

定
数
削
減
ま
で
の
流
れ

議
長
へ
議
員
提
案
と
し
て
提
出

議
会
運
営
委
員
会
開
催

全
員
協
議
会
開
催

議
会
最
終
日

議
案
上
程

-
提
案
理
由
説
明

・
質

疑

・
討

論

採

決

夏

町長部局においては、行財政構造改革プログラム実行計画を策定し、行財政

健全化を行っている。議会としても、住民の福祉の向上と地域社会の活力ある

発展をめざして、具体的な政策の最終決定の迅速化や行財政運営の批判と監視

を強化することが必要なことから、定数を削減し、議会としての機能を高める

ことを目的として、ここに提案するものである。

なお、この条例は、平成23年4月l日から施行し、次の一般選挙から適用する。

提案理由

彦

強

治

善

隆

圏

角

田

田

堂

三

太

山

大

同

同

同

同

海

次

祐

男

光

子

広

信

要

和

i幸

原

井

内

崎

山

市

木

石

竹

藤

横

岡垣町議会議員

岡垣町議会議員

同

同

同

同

提出者

賛成者
• 

貴
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西
田

陽

子

議

員

歯

日
本
国
憲
法
第
幻
条
の
議
事

け
い
が
い
か

機
関
と
し
て
の
議
会
を
形
骸
化

空
洞
化
し
た
、
岡
垣
町
議
会
史
上

汚
点
を
残
す
も
の
だ
。
叩
人
の
連

名
で
出
さ
れ
、
初
め
か
ら
結
論
が

決
ま
っ
て
お
り
、
審
議
無
用
で
あ

る
。
し
か
も
3
人
削
減
す
る
こ
と

で
の
議
会
の
改
革
と
活
性
化
の
理

由
は
何
一
つ
納
得
で
き
る
も
の

は
な
か
っ
た
。
行
政
と
の
こ
元
代

表
制
の
下
、
定
数
削
減
は
監
視
機

能
が
手
薄
に
な
り
、
議
会
無
用
論

を
招
く
と
、
町
村
議
会
活
性
化
研

究
会
の
提
言
に
あ
る
。
ま
た
、
課

題
の
山
積
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
は

け
い
が
ん

一
人
で
も
多
く
の
知
恵
や
慧
眼
が

要
る
。

1
6
0
0
万
円
以
上
の
削

減
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ

は
時
人
の
報
酬
や
費
用
弁
償
等
の

削
減
で
そ
れ
以
上
の
削
減
は
で
き

る。

尉議

平
山

弘

議

員

議
会
は
住
民
か
ら
選
挙
で
選
ば

れ
て
、
多
種
多
様
な
住
民
意
思
を

反
映
し
、
執
行
機
関
を
批
判
し
監

視
し
て
い
く
役
割
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
重
要
な
役
割
を

担
う
議
会
の
議
員
定
数
を
削
減
す

る
こ
と
は
、
憲
法
と
地
方
自
治
法

で
保
障
さ
れ
た
、
民
主
主
義
制
度

を
揺
る
が
す
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

現
在
の
急
速
な
景
気
悪
化
、
深

刻
な
く
ら
し
や
雇
用
破
壊
の
中
で
、

住
民
の
多
様
な
意
見
、
行
政
へ
の

切
実
な
要
望
も
山
積
し
て
い
る
。

議
会
は
、
住
民
の
く
ら
し
ゃ
福

祉
を
守
る
役
割
を
発
揮
す
る
必
要

が
あ
る
。

議
員
定
数
を
削
減
す
る
こ
と
は
、

住
民
と
議
会
の
パ
イ
プ
を
細
く
す

る
も
の
で
あ
り
、
認
め
る
こ
と
は

出
来
な
い
。

季き

成

竹
内

和
男

議
員

昭
和
辺
年
に
、

8
名
削
減
し
、

議
員
定
数
を
時
名
と
し
た
。

そ
の
時
点
か
ら
、
羽
年
が
経
過

し
た
平
成
問
年
に
、

2
名
削
減
し
、

定
数
を
凶
名
と
し
、
今
回
、

3
度

目
の
削
減
で
、
定
数
を
日
名
に
す

る
も
の
で
あ
る
。

岡
垣
町
の
人
口
は
、
昭
和
担
年

と
昭
和
引
年
に
減
少
し
た
時
期
を

除
け
ば
、
人
口
増
加
は
続
い
て
い

る。
反
面
、
国
民
健
康
保
険
制
度
で

は
、
今
後
も
医
療
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
上
、
職
員
給
与
費
等
の

減
額
や
、
下
水
道
費
の
値
上
げ
が

あ
り
、
議
員
自
ら
汗
を
か
く
べ
き

で
あ
り
、
政
務
調
査
費
の
廃
止
や

議
員
の
削
減
を
、
住
民
の
福
祉
に

役
立
て
て
欲
し
い
。

太
田

3盆
議
員

町
は
三
役
の
給
与
、
退
職
金
の

減
額
や
職
員
の
給
料
、
期
末
手

当
、
勤
勉
手
当
て
減
額
。
地
域
手

当
の
廃
止
を
行
い
、
厳
し
い
財
政

に
身
を
削
り
ま
し
た
。
議
会
も
改

革
と
活
性
化
で
「
住
民
懇
談
会
の

開
催
」
、
「
政
務
調
査
費
の
廃
止
」

を
行
っ
た
。
し
か
し
景
気
低
迷
の

中
、
住
民
の
声
は
「
議
員
は
何
を

し
て
い
る
ん
だ
」
「
活
動
が
見
え

な
い
」
「
議
員
も
多
す
ぎ
る
」
な
ど

厳
し
い
意
見
が
出
て
い
る
。

今
や
議
員
は
自
ら
身
を
削
っ
て

い
か
ね
ば
町
民
の
信
頼
を
得
る
こ

と
は
出
来
な
い
と
こ
ろ
に
き
て
い

る
。
議
会
改
革
と
活
性
化
は
議
員

に
と
っ
て
永
遠
の
課
題
で
あ
る
が

実
行
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

ま
ず
は
こ
の
提
案
に
自
ら
身
を

削
っ
て
、
厳
し
い
中
に
よ
り
切
瑳

琢
磨
し
て
議
員
力
を
学
び
、
発
揮

す
る
時
と
考
え
る
。

三
角

善
彦

議
員

当
時
、
遠
賀
郡
4
町
合
併
に
反

対
だ
っ
た
議
員
は
、
直
接
民
主
主

義
の
手
法
で
あ
る
住
民
投
票
を
推

進
し
て
い
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
だ
。
議
会
の
権
能
を

さ
ま
ざ
ま
主
張
さ
れ
て
は
い
る
が
、

ど
こ
に
整
合
性
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、
反
対
者
が
主
張
す
る
、

「
執
行
部
の
自
主
財
源
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
に
は
反
対
で
あ

る
、
そ
の
一
方
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

は
も
っ
と
充
実
さ
せ
よ
」
と
の
論

法
は
、
手
足
を
し
ぼ
っ
て
泳
げ
と

い
う
も
の
だ
(
自
主
財
源
8
・
2
%

減)。我
々
議
員
は
、
よ
り
質
の
高
い

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
、
財

政
の
観
点
か
ら
も
執
行
部
に
対
案

を
示
す
べ
き
だ
。

今
回
の
定
数
3
減
は
、
現
職
議

員
の
覚
悟
だ
。



被歯

JR海老津駅南(仮称)海老津・白谷線基本計画は

容認できない

爵

岡垣町ー般会計歳入歳出決算認定について

住民福祉サービスを低下させた

「構造改革Jを見直すべきだ

西
田

陽
子

議
員

決
算
総
額
は
お
億
7
6
0
0万

円。

3
億

2
9
2万
円
の
黒
字
で

あ
る
が
、
町
税
は

5
4
7
0
万
円

の
減
で
依
存
財
源
の
割
合
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
経
常
収
支
は
昨

年
よ
り
改
善
さ
れ
た
も
の
の
、
こ

れ
は
国
の
緊
急
雇
用
等
の
交
付
税

が
増
え
た
た
め
で
あ
る
。
評
価
で

き
る
事
業
も
多
々
あ
る
が
、

J
R

海
老
津
駅
南
側
開
発
促
進
基
本
計

画
2
千
万
円
は
認
定
で
き
な
い
。

国
の
財
政
状
況
が
悪
化
す
る
中
、

初
億
円
以
上
の
事
業
費
の
後
進
に

つ
け
を
残
さ
な
い
財
源
根
拠
の
説

明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た

2

5
6万
円
を
負
担
し
て
い
る
福
祉

協
会
の
職
員
福
利
厚
生
事
業
会
計

の
不
透
明
さ
や
近
隣
に
比
し
突
出

し
た

3
0
0万
円
を
超
え
る
食
糧

費
は
問
題
で
あ
る
。

平
山

弘

議
員

町
は
「
構
造
改
革
」
で
、
老
人
憩

い
の
家
の
入
浴
料
を

1
0
0
円

に
し
た
た
め
、
利
用
者
が
激
減
し

た
。
い
ま
だ
に
減
っ
て
い
る
。

重
度
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
初

乗
り
利
用
券
を
減
ら
し
た
。

お
年
寄
り
ゃ
低
所
得
者
、
障
害

者
な
ど
社
会
的
弱
者
と
住
民
の
負

担
を
増
や
し
た
。

温
か
い
心
の
欠
知
で
あ
る
。

決
算
は
黒
字
で
、

5
0
0
0万

円
基
金
に
繰
り
入
れ
る
よ
う
に
、

町
の
財
政
は
良
好
で
あ
る
。

住
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
た
「
構
造
改
革
」
は
撤
回
も
し

く
は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長
は
さ
ら
に
「
選
択
と
集
中
」

と
い
う
、
民
間
企
業
の
経
営
手
法

で
、
敬
老
祝
い
金
な
ど
縮
小
す
る

考
え
で
あ
る
。
認
め
ら
れ
な
い
。

多くの町民でにぎわうまつり岡垣山田小学校区



交付金を活用した業務遂行で、

安心・安全のまちづくりができた

• 酎ぷ驚

資

鼠

大
堂

圏
治

議
員

約
的
億
円
の
予
算
額
に
対
し
て

約

3
億
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
多
く
の

要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。

自
主
財
源
比
率
が
約
必
%
し
か

な
く
、
国
や
県
に
大
き
く
依
存
し

て
い
る
体
質
に
は
問
題
が
あ
る
。

少
子
高
齢
化
の
中
で
、
国
政
の

大
き
な
変
化
と
住
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
・
高
度
化
は
益
々
、
進
ん
で
お

り
地
方
行
政
の
舵
取
り
は
困
難
に

な
っ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
財
源
で
い
か
に
住
民

ニ
l
ズ
に
適
格
に
応
え
る
た
め
に

は
、
マ
ン
、
不
リ
を
打
破
し
無
駄
削

減
を
徹
底
し
、
選
択
と
集
中
化
を

行
い
、
一
層
の
能
率
、
高
率
化
が

求
め
ら
れ
る
。

幻
年
度
の
事
業
や
財
政
運
営
を

徹
底
的
に
検
証
し
、
次
年
度
予
算

の
編
成
に
活
か
し
て
欲
し
い
。

太
田

強

議
員

大
き
く
税
収
が
落
ち
込
む
中
、

国
の
緊
急
経
済
対
策
交
付
金
を
活

用
し
て
町
道
の
補
修
や
公
共
施
設

の
改
修
、
防
災
無
線
な
ど
の
住
民

に
身
近
な
施
設
の
整
備
。
ま
た
地

域
住
民
の
雇
用
促
進
、
妊
婦
健
診

の
公
費
負
担
回
数
の
増
等
迅
速
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
交
付
金
の
活
用
は
、
園
、

県
に
働
き
か
け
て
の
予
算
獲
得
で

あ
り
各
課
の
業
務
遂
行
力
と
合
わ

せ
て
そ
の
業
績
は
評
価
す
る
。

特
に
本
年
度
の
決
算
に
お
い
て

5
年
ぶ
り
に
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
れ
を
行
わ
ず
収
支
の
均
衡

を
確
保
し
た
こ
と
。

5
千
万
円
の

基
金
の
繰
入
れ
が
出
来
た
こ
と
は
、

厳
エ
い
財
政
の
中
に
将
来
を
見
据

え
て
事
業
執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
。

木
原

信
次

議
ft 

平
成
幻
年
度
の
予
算
は
、
議
会

の
議
決
を
経
て
、
着
実
に
そ
の
目

的
に
向
っ
て
執
行
さ
れ
た
こ
と
が
、

決
算
審
査
で
認
め
ら
れ
た
。

米
国
で
発
生
し
た
金
融
危
機
に

対
応
し
た
、
国
の
大
型
予
算
に
よ

る
地
方
交
付
税
等
に
よ
り
、
決
算

は
黒
字
に
な
っ
た
。
国
の
動
向
に

よ
り
町
が
左
右
さ
れ
る
の
が
現
実

で
あ
る
、
岡
垣
町
自
身
の
力
で
健

全
な
町
づ
く
り
が
な
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

現
在
と
将
来
の
岡
垣
町
を
見
据

え
、
適
切
に
自
主
財
源
の
確
保
を

成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

海
老
津
駅
周
辺
の
整
備
に
関
し
、

町
の
方
向
性
と
違
う
宣
伝
が
な
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
町
長
は

丁
寧
に
町
民
に
説
明
さ
れ
る
こ
と

を
求
め
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

海老津小学校区吉木小学校区



ぷ驚• 耐

永住外国人地方参政権付与についての
意見書提出に関する請願書

(
要
旨
)

当
請
願
の
付
託
を
受
け
た

総
務
常
任
委
員
会
は
、
岡
垣
町

議
会
で
平
成

6
年
に
定
住
外

国
人
に
対
す
る
地
方
選
挙
へ
の

参
政
権
に
関
す
る
請
願
書
を

採
択
し
た
経
緯
も
踏
ま
え
、
国

の
動
向
を
注
視
し
、
採
決
す
る

こ
と
が
、
丁
寧
で
望
ま
し
い
と

の
考
え
か
ら
、
継
続
し
て
審
査

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

参
政
権
は
、

憲
法
市
条
1

項
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に、

国
家
と
運
命
を
共
に
す
る

国
民
に
与
え
ら
れ
た
「固
有
の

権
利
」
で
あ
り
、
国
家
の
将
来

に
責
任
を
取
る
義
務
を
負
う

国
民
に
与
え
ら
れ
た
特
別
な

権
利
で
あ
る
か
ら
、
参
政
権
の

付
与
に
つ
い
て
は
官
民
挙
げ
て

の
議
論
や
国
民
の
十
分
な
理
解

が
不
可
欠
な
た
め
、
慎
重
に
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
外
国

人
に
地
方
参
政
権
を
付
与
す

べ
き
で
は
な
い、

と
の
立
場
の

意
見
書
で
す
。

多文化共生社会を推進するため付与すべきだ

条件っき付与を認めるべきだ

国会において議論すべき問題

横
山

貴
子

重

我
が
国
に
は
、
多
く
の
外
国
人

が
居
住
し
、
日
本
人
と
と
も
に
社

会
生
活
を
営
ん
で
い
る
。

公
明
党
は
、
多
文
化
共
生
社
会

を
推
進
す
る
上
で
、
永
住
外
国
人

地
方
参
政
権
法
案
を
1
9
9
8年

に
初
提
出
以
来
、
5
度
に
わ
た
っ

て
国
会
に
提
案
し
て
き
た
。

そ
の
内
容
は
、

①
外
国
人
の
本

国
が
同
様
の
権
利
を
与
え
て
い
る

相
互
主
義
を
採
用
、

②
永
住
外
国

人
名
簿
へ
の
登
録
を
条
件
と
す
る

申
請
主
義
を
採
用
、
③
条
例
の
制

定
や
地
方
議
会
の
解
散
、

首
長
の

解
散
要
求
な
ど
の
直
接
請
求
権
は

含
ま
な
い
と
し
て
い
る
。

国
会
に
お
い
て
永
住
外
国
人
へ

の
地
方
参
政
権
の
法
制
化
に
つ
い

て
真
撃
に
議
論
し
て
頂
き
た
い
と

念
願
す
る
。

平
山

弘

議
員

地
方
自
治
体
と
切
り
離
せ
な
い

生
活
を
送
っ
て
い
る
永
住
外
国
人

に
、
参
政
権
を
付
与
す
る
こ
と
は

地
方
自
治
法
の
精
神
か
ら
し
て
必

要
で
あ
る
。

地
方
参
政
権
を
付
与
す
る
こ
と

す
っ
せ
い

は
、
世
界
の
趨
勢
で
あ
り
、
時
代

の
要
請
に
な
っ
て
い
る
。

平
和
を
維
持
し
、
圧
迫
と
偏
狭

を
地
上
か
ら
除
去
し
よ
う
と
努
め

て
い
る
憲
法
の
精
神
を
具
体
化
す

る
こ
と
に
も
な
る
。

日
本
の
植
民
地
支
配
に
よ

っ
て

一
方
的
に
「
日
本
人
」
に
組
み
入

れ
ら
れ
、
戦
後
、
一
方
的
に
「
日

本
国
籍
」
を
喪
失
さ
せ
ら
れ
た
と

い
う
歴
史
的
問
題
も
有
る
。

最
高
裁
で
も
「
憲
法
上
禁
止
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す

る
」
と
の
判
決
も
あ
る
。



国益を失う恐れがあり慎重にすべきだ

挙権と被選挙権は一体のものである
、

• 耐被

資

鼠

市
津

広
海

議
員

日
本
に
長
く
住
ん
で
い
る
外
国

人
の
意
思
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る

が
、
最
高
裁
判
決
に
あ
る
よ
う
に
、

そ
れ
は
参
政
権
以
外
の
範
囲
に
留

ま
る
べ
き
の
も
の
で
あ
り
、
現
在

韓
国
と
の
竹
島
問
題
、
中
国
と
は

尖
閤
諸
島
の
漁
業
権
、
領
有
権
に

ま
で
問
題
が
発
生
し
て
い
る
、
国

民
の
一
人
と
し
て
、
国
を
守
る
、
将

来
国
益
を
失
う
恐
れ
が
あ
る
と
、

考
え
ら
れ
る
た
め
、
永
住
外
国
人

の
参
政
権
付
与
に
関
し
て
は
、
個

人
の
尊
厳
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
慎

重
に
す
べ
き
だ
。

勲

下
川
路

議
員

請
願
書
に
対
す
る
賛
成
討
論
で

あ
る
。
以
前
よ
り
竹
島
の
領
土
問

題
か
ら
、
最
近
は
連
日
、
テ
レ
ビ

や
新
聞
等
で
尖
閤
列
島
付
近
は
、

我
が
国
の
領
主
で
あ
る
と
主
張
し

て
い
る
国
が
あ
り
、
そ
の
根
底
に

は
資
源
確
保
や
採
掘
権
を
か
ら
め

て
、
一
歩
も
譲
ら
ず
と
言
う
構
え

で
あ
る
。

今
の
こ
の
時
期
、
永
住
外
国
人

に
参
政
権
を
与
え
れ
ば
、
近
い
将

来
日
本
の
国
境
近
く
の
、
例
え
ば

沖
縄
や
対
馬
は
外
国
に
の
っ
と
ら

れ
て
し
ま
う
様
に
な
る
の
で
は
な

い
か
心
配
す
る
も
の
で
あ
る
。

時
期
尚
早
で
あ
り
参
政
権
付
与

に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
や
緊

急
性
も
全
く
な
い
の
で
、
こ
の
請

願
に
は
賛
成
で
あ
る
。

木
原

信
次

議
員

「
日
本
に
定
住
し
て
い
る
外
国

籍
の
人
に
も
、
地
方
参
政
権
を
与

え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
見

に
対
し
、
参
政
権
は
「
国
民
固
有

の
権
利
だ
と
憲
法
で
規
定
さ
れ
て

お
り
、
外
国
人
に
は
与
え
る
べ
き

で
は
な
い
」
と
の
請
願
で
あ
る
。

最
高
裁
判
決
で
は
、
「
外
国
人

に
対
し
て
地
方
公
共
団
体
の
長
、

そ
の
議
員
等
の
選
挙
権
を
保
障

し
た
も
の
で
な
い
」
と
述
べ
て
い

る
。
他
方
、
地
方
自
治
体
が
決
定

す
れ
ば
、
自
治
体
の
選
挙
に
お
い

て
投
票
権
を
与
え
る
こ
・と
ま
で
制

限
し
て
い
な
い
。
と
の
意
見
も
あ

る
。
参
政
権
は
、
選
挙
権
と
被
選

挙
権
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
の
が

通
説
で
あ
る
。

外
国
人
が
県
知
事
や
市
町
村
長

に
就
任
し
、
統
治
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
な
い
と
申
し
述
べ
る
。

戸切小学校区内浦小学校区



制服鴬
誠実ほか決鶴について

議員の賛成0・反対・-除斥除・退席退・欠席欠

2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 13 14 15 

市津
木 久 下 石 太 西 竹内 山

平山 藤崎 大主A邑.... 横山
議案・請願・陳情・発議等内容 採決日 結果 原 イ呆 角 )11 井 田 田 田

田秀 路
広

次 善彦
要 陽 和 隆 圏 貴

海 昭 勲 祐 強 子 男 弘 光 ごJ4口A 子

岡垣町固定資産評価審査委員会委員の選任に
9月 3日 同意 。。。。。。。。。。。。。。

ついて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
9月 3日 適任 。。。。。。。。。。。。。。

について

岡垣町国民健康保険条例の一部を改正する条例 9月17日 可決 。。欠。。。。。。。。。。。
平成22年度岡垣町一般会計補正予算(第1

9月17日 可決 。。欠。。。。。。。。。。。
号)

平成22年度岡垣町国民健康保険事業特別
9月17日 可決 。。欠。。。。。。。。。。。

会計補正予算(第1号)

平成21年度岡垣町一般会計歳入歳出決算
9月17日

賛成多数 。。欠。。。。• 。。• 。。。認定について 認定

平成21年度岡垣町国民健康保険事業特別
9月17日 認定 。。欠。。。。。。。。。。。

会計歳入歳出決算認定について

平成21年度 岡垣町老人保健事業特別会計
9月17日 認定 。。欠。。。。。。。。。。。

歳入歳出決算認定について

平成21年度岡垣町後期高齢者医療特別会
9月17日

賛成多数 。。欠。。。。。。。• 。。。言十歳入歳出決算認定について 認定

平成21年度 岡垣町住宅新築資金等貸付事
9月17日 認定 。。欠。。。。。。。。。。。

業特別会計歳入歳出決算認定について

平成21年度岡垣町水道事業会計決算認定
9月17日 認定 。。欠。。。。。。。。。。。

について

平成21年度岡垣町下水道事業会計決算認
9月17日

賛成多数 。。欠。。。。。。。• 。。。定について 認定

永住外国人地方参政権付与についての意見書
9月17日

賛成多数 。。欠。。。。• • 。• 。。• 提出に関する請願書 採択

永住外国人地方参政権付与に関する意見書 9月17日
賛成多数 。。欠。。。。• • 。• 。。• 可決

岡垣町議会委員会条例の一部を改正する条例 9月17日 可決 。。欠。。。。。。。。。。。
岡垣町議会議員定数条例の一部を改正する条例 9月17日

賛成多数 。。欠。。。。• 。。• 。。。可決

※議席番号8は欠番です



一般質問町政を開局ぷ驚

間
営
プ
l
ル
の
建
設
を
l

回I
長

財
政
状
況
が
厳
し
く
、
考
え
て
い
な
い

圏治議員大堂

開
国

間
月
か
ら
の
役
場
組
織
の

改
革
で
、
課
が
減
る
中
で
健
康
づ

く
り
課
が
単
独
で
設
置
さ
れ
る
目

的
は
何
で
す
か
。

回
国

町
民
の
健
康
づ
く
り
の
重

要
き
が
求
め
ら
れ
、
新
し
い
計
画
に

沿
っ
て
実
行
し
て
い
く
た
め
で
す
。

町
内
に
あ
っ
た
民
間
経
営

の
プ
l
ル
が
休
業
し
、
利
用
者
が

大
変
困
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
が

知
っ
て
ま
す
か
。

回
国

状
態
に
つ
い
て
は
承
知
し

て
い
ま
す
。

開
国

プ
ー
ル
利
用
に
よ
る
運
動

効
果
は
大
き
く
、
健
康
づ
く
り
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

ひ
い
て
は
医
療
費
の
節
減
も
期
待

出
来
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

水
泳
の
効
能
に
つ
い
て
は

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
建
設
費
や
多

額
の
維
持
管
理
費
が
か
か
る
の
で

町
営
プ
l
ル
の
建
設
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
民
間
事
業
者
に
担
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
基
本
と
考
え
て
い

ま
す
。

開
国

A
T
L
(成
人

T
細
胞
白

血
病
)
は
、
母
子
感
染
が
主
な
経
路

と
な
っ
て
お
り
、
妊
婦
に
大
き
な

不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。
町
の
対

応
策
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

回
国

母
子
手
帳
配
布
時
な
ど
に

説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
の
ホ
1
ム
ペ
l
ジ
に

啓
発
記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こわいよ~

開
国

妊
婦
抗
体
検
査
費
用
を
町

が
負
担
す
る
考
え
は
な
い
で
す
か
。

回
国

お
年
度
か
ら
公
費
に
よ
る

助
成
を
行
い
積
極
的
に
感
染
予
防

対
策
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

開
国

高
齢
者
や
障
害
者
を
災
害

か
ら
守
る
避
難
計
画
の
策
定
を
国

は
求
め
て
い
る
が
、
町
と
し
て
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
か
。

回
国

地
域
で
の
防
災
体
制
整
備

等
の
進
捗
を
見
な
が
ら
全
体
計
画

を
策
定
し
、
そ
の
後
に
個
別
計
画
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

任
意
接
種
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
費
助
成
を

回I
長

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
ヘ
公
費
助
成
を

実
施

貴子議員山横

開
聞

現
在
は
、
全
額
自
己
負
担

を
原
則
と
す
る
、
子
宮
頚
が
ん
、
細

菌
性
髄
膜
炎
等
の
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
対
し
て
、
公
費
助
成
に
取
組
む

自
治
体
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
法

定
接
種
以
外
の
ワ
ク
チ
ン
の
公
費

助
成
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

回
国

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
将
来

的
な
少
子
化
対
策
や
医
療
費
削
減

に
も
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
お
年
度
か
ら
子
宮
頚

が
ん
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
し
公

費
の
助
成
を
実
施
し
、
積
極
的
に

子
宮
頚
が
ん
対
策
に
取
組
ん
で
行

き
ま
す
。

O
緊
急
時
に
お
け
る
高
齢
者
世
帯

の
見
守
り
に
つ
い
て

閉
阻

町
の
高
齢
化
率
は
お
・

6
%

で
す
。
国
の
上
昇
率
よ
り
早
い
ペ
ー

ス
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

緊
急
時
の
高
齢
者
世
帯
へ
の
見
守

り
、
町
の
現
在
の
施
策
と
今
後
の

課
題
を
伺
い
ま
す
。

回
国

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
、

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や

小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推

進
・
支
援
な
ど
高
齢
者
を
地
域
で

見
守
る
た
め
の
支
援
体
制
づ
く
り

岡垣にも安心キットを

..一 一，，-_-; .:・ ..; . ・ .. . 一町一 .尚一目

を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
に
お
い
て

も
自
治
区
活
動
や
福
祉
サ
ロ
ン
活

動
等
、
高
齢
者
の
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
す
る
活
動
も
取
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

開
聞

緊
急
の
時
の
備
え
と
し

て
、
持
病
や
か
か
り
つ
け
医
、
緊
急

連
絡
先
等
の
情
報
を
簡
に
入
れ
冷

蔵
庫
に
保
管
し
て
お
く
、
「
緊
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
」
の
配
布
の
考
え

は
な
い
で
す
か
。

岡
国

既
に
実
施
を
し
て
い
る
自

治
体
の
事
例
の
調
査
を
行
い
、
効
果

や
課
題
を
見
極
め
た
上
で
判
断
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
も
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
更
に
深
め
、
地
域
の
力

と
あ
わ
せ
、
安
全
安
心
の
街
づ
く
り

に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。



被一般質闘町 E震を闘う

妊
婦
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
無
料
接
種

の
継
続
を
H

予
防
接
種
は
、
町
単
独
で
助
成
を
継
続

す
る

和男 議員竹内

間
国

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
が
新
型
と
季
節
性
の
混
合
ワ
ク

チ
ン
と
な
る
。
引
き
続
き
妊
婦
へ

の
無
料
接
種
を
継
続
さ
せ
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

回
国

叩
月
か
ら
は
、
季
節
性
と

新
型
が
同
時
に

1
回
の
接
種
で
済

み
ま
す
。
国
の
制
度
と
同
様
の
低
所

得
者
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

妊
婦
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
も
、

町
単
独
で
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

校
庭
の
芝
生
化
の
促
進
を
!

眠
調
査
・
研
究
を
進
め
る

岡
国

学
校
校
庭
の
芝
生
化
を
促

進
す
べ
き
で
す
が
、

見
解
を
。

同
国

岡
垣
町
と
し
て
も
、
校
庭

の
芝
生
化
に
取
組
む
方
向
で
検
討

し
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
不
可
欠
な
の
で
二

緒
に
な
っ
て
、

視
察
等
を
含
め
調
査
、
研
究
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

電
子
〈
デ
ィ
ジ

l
)
教
科
書

の
活
用
を
!

教育長

た 状
い況

的

必
要
な
5 
検
討
し

園
パ
ソ
コ
ン
で
文
書
を
表
示
、

あ~ん。 おくちをあけて

音
声
化
で
き
る
電
子
(
デ
ィ
ジ
l
)

教
科
書
を
採
用
し、

発
達
障
が
い

児
の

「
読
み
」
を
支
援
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

問
問
題

岡
垣
町
が
採
用
す
る
教

科
書
に
対
応
で
き
て
い
る
の
か
、
な

ど
課
題
も
あ
る
が
、
状
況
的
に
必

要
が
あ
れ
ば
、
利
点
も
活
用
す
べ
き

で、

学
校
に
も
紹
介
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

住
民
が
納
得
す
る
職
員
福
利
厚
生
を

法
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
き
ま
す

陽子議員西国

悶
固

職
員
の
福
利
厚
生
は
公
開

し
て
住
民
の
納
得
い
く
も
の
に
し

な
さ
い
と
総
務
省
の
通
達
に
あ
り

ま
す
が
、

岡
垣
町
は
公
開
度
が
低

い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

回
国

広
報
や
ホ
1
ム
ペ
l
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

問
団

福
祉
協
会
か
ら
の
慶
弔
費

や
育
児
休
業
援
助
金
の
給
付
内
容

は
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん。

福
祉

協
会
に
は
、

半
分
以
上
の
公
費
が

投
入
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。

回
国

福
祉
協
会
へ
の
公
費
負
担

は
今
年
か
ら
廃
止
し
、
職
員
の
負
担

の
み
で
加
入
し
て
い
ま
す
。

問
団

福
祉
協
会
へ
は
、
職
員
の

掛
け
金
の
み
で
加
入
し
て
い
ま
す

が、

非
公
開
が
進
み
、
透
明
性
を
欠

く
の
で
は
な
い
で
す
か
。

回
国

現
在
は
福
祉
協
会
に
対
し

て
公
費
が
投
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
町

と
は
直
接
関
わ
り
の
な
い
団
体
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
が
福
祉
協

会
の
制
度
に
つ
い
て
情
報
公
開
を

行
う
必
要
は
な
い
し
、
・公
開
で
き
ま

せ
ん
。

周
囲

福
祉
協
会
の
給
付
事
業

は
、
神
戸
で
所
得
税
法
違
反
の
判

決
が
で
て
お
り、

問
題
で
は
な
い
で

す
か
。
ま
た
、

他
市
町
村
で
は
福
祉

協
会
の
脱
会
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

四
国

判
決
は
過
去
の
も
の
で
あ

り
、
現
在
、
町
と
は
直
接
関
係
の
な

い
団
体
で
す
。
他
市
町
の
こ
と
に
つ

い
て
は
コ
メ
ン
ト
で
き
ま
せ
ん
。

周
囲

互
助
会
は
4
4
0
万
円
の

補
助
金
を
受
け、

旅
行
や
送
別
会

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
健

康
診
断
や
共
済
費
に
も
支
出
さ
れ

て
お
り、

住
民
が
納
得
す
る
福
利

厚
生
事
業
に
見
直
す
べ
き
で
す
。

国
国

互
助
会
も
改
善
す
べ
き
部

分
は
改
善
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

法
に
基
づ
き
、
事
業
者
の
責
任
と
し

て
、
職
員
の
元
気
回
復
と
健
康
増
進

に
つ
な
が
る
事
業
を
効
率
的
、
効
果

的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。



一般質問町政を問う

す度

町
民
の
理
解
と
、

財
政
は
大
丈
夫
か

回I
長

単
年
度
に
お
け
る
町
の
大
き
な
財
政
負

担
は
な
い弘議員平山

園
田

J

R
海
老
津
駅
南
側
道
路

等
整
備
計
画
の
該
当
地
域
は
居
住

地
と
し
て
は
利
便
性
が
高
い
と
こ

ろ。
町
が
ど
う
し
て
も
と
、
い
う
の
で

あ
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
し
ょ
う
。

糠
塚
・
黒
山
地
域
も
下
流
域
の

整
備
が
先
で
は
な
い
か
、
そ
れ
を

考
え
な
い
事
業
な
ら
反
対
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

回
国

そ
う
い
う
話
も
聞
い
て
い

ま
す
の
で
、
国
・
県
と
も
協
議
し
て

根
本
的
解
決
を
し
て
い
き
ま
す
。

必
ず
し
も
全
町
民
が
諸
手
を
挙

げ
て
賛
成
と
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
財
政
の
裏
づ
け
と
地
元
の

同
意
の
見
通
し
を
含
め
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
説
明
を
し
て
い
き
ま
す
。

回
目

加
億
円
の
事
業
費
と
い
う

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
費
は
。

回
国

調
査
設
計
委
託
料
も
入
れ

て
約
担
億
5
0
0
0万
円
で
す
。

内
訳
は
道
路
ロ
億
6
0
0
0万

円
、
広
場
3
億
円
、
地
下
通
路
5
億

9
0
0
0万
円
で
す
。

園
田

大
き
な
事
業
費
で
す
が
、

事
業
費
を
抑
え
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。
財
源
の
内
訳
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

回
国

お
お
よ
そ
で
す
が
国
の
補

助
金
目
億
8
0
0
0万
円
、
地
方
債

8
億
円
、
町
の
財
源
2
億
7
0
0
0

万
円
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

起
債
の

2

3

は
地
方
交
付
税

措
置
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
町

の
負
担
は
大
き
く
は
な
り
ま
せ
ん
。

開
聞

そ
う
い
わ
れ
る
が

2
/
3

の
交
付
税
措
置
も

6
割
は
町
の
負

担
に
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
財

政
面
で
も
考
え
て
い
く
べ
き
で
す
。

回
国

い
ろ
ん
な
考
え
方
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
ム
ダ
な
投
資
は
避
け

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
町
の
将
来
の

こ
と
を
考
え
れ
ば
禍
根
を
残
し
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
や
駅
南
側
広
場
な
ど
は
、

将
来
の
開
発
促
進
と
財
政
面
を
勘

案
し
た
上
で
適
切
な
規
模
と
な
る

よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

_-・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ーーーーーー・ーーー・ー吋

意
見
交
換
会
の
開
催

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は

7
月
初

日
に
い
乙
い
の
里
に
お
い
て
民
生
・

児
童
委
員
協
議
会
と
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精

神
で
地
域
福
祉
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
活
動
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
乙
の
内
容
を
福

祉
政
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
さ
ら
な

る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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民生・児童委員との意見交換会(文教厚生常任委員会)



被
委
員
会
〈
現
地
視
察
〉
の
開
催

経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は

9
月

8
日
に

7

月
豪
雨
に
よ
る
被
災
地
の
一
つ
で
あ
る
戸
切
地

区
の
民
家
裏
山
の
土
砂
崩
れ
の
現
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

7
月
日
日
か
ら
大
雨
が
降
り
続
く
中
、

7
月

比
日
の
日
時
に
戸
切
区
内
で
土
砂
崩
れ
の
危
険

性
が
あ
る
事
か
ら
町
長
指
示
に
よ
り

5
世
帯
に

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
の
一
民
家
の
裏
山
の
土
砂
崩
れ
の
現

況
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
避
難
家
族
の
恐
怖
心

を
感
じ
る
と
共
に
数
人
が
か
り
で
の
大
き
な
土

の
う
を
見
る
と
作
業
さ
れ
た
消
防
団
員
や
町
内

の
建
設
組
合
員
の
方
々
に
は
感
謝
で
頭
の
下
が

る
思
い
の
視
察
で
し
た
。

※

6
月
に
は
「
荒
廃
森
林
」
に
つ
い
て
現
地
視
察

を
行
っ
て
い
ま
す
。

鴻
布
¥
耳
細
菌
叫
搬
出
川

剛
糊
刷
脇
田

災害現場を視察する経済建設常任委員

上戸切斜面崩落現場畑
瑚1

謝
料
¥
掛
ゆ
同
期
諸
国
一
」
糊
加
ゆ

」
市
∞
}
ア
ム
旧

ωω
曲
直
澗
脳
潤
制
司
直
間
耳
鳴
耳
プ
叶
皿
寸
酬
プ
訓

↓m「
(Oωω)
巾∞
m
-
m
-
}
市
》
×

(Oωω)
巾∞
ml刈
刈

ω旧

議員もまつり岡垣に参加

議
会
事
務
局
職
員
が

替
わ
作
ま
し
た

-
事
務
局
長

.

係

長

.
書

記

高
山
昌
文

神
屋
聖
子

渡
辺
祐
佳
里

平
成
担
年
目
月
E
臼
の
人
事
異

動
に
伴
い
、
高
山
哲
郎
事
務
局
長

が
生
涯
学
習
謀
へ
異
動
し
、
新
た

に
高
山
田
回
文
事
務
局
長
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
事
務
局
は
、
議
会
に
関
す

る
す
べ
て
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

議
会
の
機
能
を
十
分
に
発
簿
で
き

る
よ
う
奮
協
を
期
待
し
ま
す
。

とうを
傍聴席へ

次の定例会は

12月6日伺)
開会の予定

神屋さん高山さん渡辺さん

掲載写真のデータをお分けします。ご希望の方は議会事務局までご連絡くだ古い。 (282-1211)

「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
関
わ
り

だ
し
て
早
4
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

毎
号
、
委
員
全
員
で
住
民
の
皆
様
に

読
ま
れ
、
親
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
編
集
し
て
い
ま
す
。

表
紙
は
皆
様
の
眼
を
引
き
付
け
ら

れ
た
ら
と
百
号
よ
り
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
お
気
づ
き
で
す
か
?

中
も
少
し
ず
つ
で
す
が
創
意
工
夫
し

な
が
ら
構
成
を
し
て
い
ま
す
。
皆
様

の
評
価
を
気
に
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
議
会
の
審
議
・
活
動
状
況

を
公
平
に
、
正
確
に
発
信
す
る
こ
と

を
心
が
け
企
画
・
編
集
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

発
行
責
任
者

議

長

曲
目

宮

良

議
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笑顔でゴール(吉木小学校運動会)

子彦海勲男


